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「
糖
尿
病
」
は「
高
血
圧
症
」
な
ど
と
同
様
に
、
過
去
に
お
い
て
は
成
人
病
と
し
て
現

在
で
は「
生
活
習
慣
病
」
に
含
ま
れ
る
疾
患
と
し
て
一
般
的
に
知
ら
れ
て
い
る
病
気
で

す
が
、
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
理
解
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
す
。
今
回
か
ら
糖

尿
病
の
発
見
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
糖
尿
病
の
治
療
に
ま
つ
わ
る
発
見
に
つ
い
て
お
話
し
し

た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

◇
糖
尿
病
の
歴
史 

 

糖
尿
病
と
い
う
病
気
を
理
解
す
る
こ

と
は
、
治
療
の
三
本
柱
で
あ
る「
食
事
指

導
」
、「
運
動
療
法
」
、「
薬
剤
療
法
」
を

適
正
に
行
う
上
で
非
常
に
重
要
で
す
。

糖
尿
病
の
歴
史
に
つ
い
て
ひ
も
解
く
こ

と
で
、
非
常
に
理
解
し
や
す
く
な
る
の

で
、
概
略
で
は
あ
り
ま
す
が
歴
史
に
つ
い

て
述
べ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

●
現
代
で
は「
高
血
糖
」
を
示
す
病

気
で
あ
る「
糖
尿
病
」
の
記
載
が
あ
る
の

は
、
紀
元
前

1
5
5
0

年
頃
に
書
か
れ
た
エ

ジ
プ
ト
の
医
学
パ
ピ
ル
ス
で
す
。K

ahu
n 

G
yn

eco
lo

gical 
P
ap

yru
s

（
紀
元
前
約

1
8
0
0

年
）
、
エ
ド
ウ
ィ
ン
・
ス
ミ
ス
・
パ
ピ
ル

ス
（
紀
元
前
約

1
6
0
0

年
）
、H

earst 

p
ap

yru
s

（
紀
元
前
約

1
600

年
）
、

B
ru

gsch
 
P
ap

yru
s

（
紀
元
前
約

1
3
0
0

年
）
等
医
学
に
関
す
る
記
載
の
あ
る
パ

ピ
ル
ス
は
７
種
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
が
、 

 

歯
科
医
師 

 

東
海
林 

 

克 
  

と
歯
科
治
療
⑥ 

 

そ
の
中
で「
エ
ー
ベ
ル
ス
・
パ
ピ
ル
ス
」
は
、
現

在
ま
で
伝
わ
る
最
も
古
い
医
学
文
書
の

１
つ
で
す
。
こ
の
パ
ピ
ル
ス
は
紀
元
前

1
5
0
0

年
頃
に
書
か
れ
た
も
の
と
い
わ

れ
、18

7
3

年
か
ら1874

年
の
冬
に
、
ル

ク
ソ
ー
ル
で
ド
イ
ツ
の
エ
ジ
プ
ト
学
者
で

あ
る
ゲ
オ
ル
グ
・
エ
ー
ベ
ル
（G

eorg 

M
o
ritz 

E
bers

）
に
よ
っ
て
購
入
さ
れ
ま

し
た
。
現
在
は
ド
イ
ツ
の
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ

大
学
図
書
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
本
に
は
、
内
科
疾
患
、
目
の
病
気
、

皮
膚
の
病
気
、
歯
の
病
気
、
婦
人
の
病

気
、
耳
の
病
気
な
ど
の
治
療
法
の
記
載

が
あ
っ
て
、「
多
尿
を
追
い
払
う
処
方
」と

い
う
項
目
が
あ
り
、
こ
の
多
尿
が
糖
尿

病
を
含
む
疾
患
を
意
味
し
て
い
る
の
で

は
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

病
気
で
あ
る
が
、
尿
の
中
に
肉
や
手
足
が

溶
け
出
て
し
ま
う
。
病
気
の
経
過
は
共
通

し
て
い
て
、
腎
臓
と
膀
胱
が
や
ら
れ
、
患

者
は
片
時
も
尿
を
作
る
の
を
や
め
な
い
。

ま
る
で
“
水
道
の
蛇
口
が
開
い
た
よ
う
に
”

絶
え
間
な
く
溢
れ
出
す
。
病
気
の
本
性
は

慢
性
で
、
形
を
と
る
ま
で
に
長
い
時
間
が

か
か
る
が
、
一
旦
病
気
が
完
成
し
て
し
ま

う
と
、
衰
弱
は
急
速
で
あ
り
、
死
は
す
ぐ

に
訪
れ
る
。
」 

ア
レ
テ
ウ
ス
が
世
界
で
初

め
て
糖
尿
病
の
口
渇
・
多
飲
・
多
尿
を
克

明
に
記
載
し
て
い
て
、
さ
ら
に
糖
尿
病
の

慢
性
合
併
症
の
恐
ろ
し
さ
に
も
気
づ
い
て

い
ま
す
。
ア
レ
テ
ウ
ス
は
患
者
の
病
状
を
客

観
的
に
お
い
か
け
て
鋭
く
観
察
し
て
い
ま

す
。
糖
尿
病
以
外
に
は
、
破
傷
風
に
つ
い

て
の
記
載
が
あ
り
、「
患
者
は
下
顎
と
上

顎
を
固
く
結
び
、
梃
子
や
楔
で
も
容
易
に

は
開
く
こ
と
が
で
き
な
い
」
と
、
生
々
し
く

描
写
し
て
い
ま
す
。 

●
糖
尿
病
の
病
状
に
つ
い
て
世
界

で
初
め
て
克
明
に
捉
え
て
記
述
し
た

の
は
、
約2000

年
前
に
現
在
の
ト
ル
コ

の
カ
ッ
パ
ド
キ
ア
に
住
ん
で
い
た
ア
レ
テ

ウ
ス
で
す
。
ア
レ
テ
ウ
ス
（Aretaeus

：

A
D

81
-138

）
は
、
医
聖
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス

の
影
響
を
強
く
受
け
た
臨
床
医
で
し

た
。
そ
の
当
時
カ
ッ
パ
ド
キ
ア
は
ロ
ー
マ

帝
国
東
端
の
属
州
で
、
キ
リ
ス
ト
教
文

明
が
爛
熟
し
て
い
ま
し
た
。
糖
尿
病
は

英
語
で「D

iabetes 
M

ellitus 

」
で
す

が
、「D

iabetes 

」
を
命
名
し
た
の
も

ま
た
、
ア
レ
テ
ウ
ス
で
す
。 

「dia 

は

〜
を
通
し
て
」
、「betes 

は
行
く
」 

を
示
し
ま
す
。
”diabetes

” 

は「
留
ま

ら
ず
に
通
り
抜
け
る
」
と
い
う
意
味
の

言
葉
で「
飲
ん
だ
水
が
変
化
を
受
け

ず
に
そ
の
ま
ま
尿
に
な
る
」
と
い
う
考

え
か
ら
、「
サ
イ
フ
ォ
ン
を
意
味
す
る

ギ
リ
シ
ャ
語
か
ら 

"diabetes" 

と
名

付
け
ら
れ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
」
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
ア
レ
テ
ウ
ス
の
著
わ

し
た「
慢
性
疾
患
の
原
因
と
症
状
」
に

お
け
る
記
述
に
よ
る
と 

「
不
思
議
な 

 

 

アレテウス 

AD81-138 

エーベルス・パピルス 

 

スシュルタの治療風景 

文献（6）より引用 

 

 



 

中通歯科通信 NEO 
 

《
引
用
文
献
》 

（1）
メ
デ
ィ
カ
ル
ネ
ッ
ト
ブ
ッ
ク 

糖
尿
病
の
歴
史 

ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ 

（2）
食
と
血
糖
値
・
漫
画
ブ
ロ
グ 

う
ち
の
夫
が
糖
尿
病

に
な
っ
ち
ゃ
っ
た 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

（3）n
ikke

i 
style

 

ア
ー
ト
＆
レ
ヴ
ュ
ー 

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ

プ 

糖
尿
病
の
歴
史 

切
手
が
語
る 

中
部
ろ
う
さ
い
病

院
名
誉
院
長 

堀
田

 

饒 

（4）
べ
ん
ち
の
と
ー
く
ら
ぶ 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

（5）F
ight 

the
 
G

o
o
d 

F
ight! 

 

糖
尿
病
（Diabe

tes 

M
e
litiu

s

）
で
あ
っ
て
も
何
で
も
で
き
る
！
気
分
が
滅
入
る

こ
と
が
あ
っ
て
も
、
前
向
き
に
な
れ
ば
な
ん
と
か
な
る
で

～
が
ん
ば
っ
て
い
こ
う
！
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

（6）
ア
ク
ア
コ
ン
パ
ス
３ 

世
界
の
歴
史
、
社
会
、
文
化
、

心
、
読
書
、
旅
行
な
ど 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

（７）
日
本
糖
尿
病
・
肥
満
動
物
学
会 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

「
糖
尿
病
と
カ
ッ
パ
ド
キ
ア
」 

岡
山
大
学
大
学
院
医
歯
薬

総
合
研
究
科 

腎
・
免
疫
・
内
分
泌
代
謝
内
科
学 

槇
野 

博
史 （８）

清
水
ク
リ
ニ
ッ
ク 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

（９）
西
田
亙 

糖
尿
病
療
養
指
導
士
に
知
っ
て
ほ
し
い
歯

科
の
こ
と 

医
歯
薬
出
版
株
式
会
社 

201
8 

 

 

  

 

著

書

の
「P

harm
aceutice 

rationalis 

1681

」
で
、「
糖
尿
病
は
古
代
ま
れ
な
疾

患
で
、
ガ
レ
ノ
ス
（
下
注
釈
参
照
）
は
２
人

し
か
診
て
い
な
い
。
最
近
、
糖
尿
病
が
増

え
て
い
る
。
（中
略
）多
く
の
人
が
“飲
ん
だ

液
体
が
そ
の
ま
ま
尿
に
出
る
”
と
考
え
て

い
る
が
、
真
実
か
ら
ほ
ど
遠
い
。
な
ぜ
な
ら

私
の
知
る
尿
は
全
て
、
ま
た
全
て
の
尿
で

そ
う
信
じ
る
が
、
飲
ん
だ
液
体
と
異
な
っ

て
い
る
。
ま
た
体
内
で
生
じ
る
液
体
と
も

異
な
っ
て
い
る
。
尿
は
蜂
蜜
か
砂
糖
で
漬

け
込
ん
だ
よ
う
に
素
晴
ら
し
く
甘
い
。
」

と
の
記
載
が
あ
り
ま
す
。
ウ
ィ
リ
ス
は
尿

が
甘
い
こ
と
に
気
づ
き
ま
す
が
、
甘
さ
の

元
が
“
糖
”
で
あ
る
こ
と
を
考
え
ま
せ
ん
で

し
た
。1817

年
出
版
の「
ア
メ
リ
カ
現
代

臨
床
」に
も
、
第
41
章
糖
尿
病
お
よ
び
他

の
泌
尿
器
疾
患
に
「
サ
ッ
カ
リ
ン
物
質 

(saccharine m
atter) 

の
生
成
を 

「
ス
シ
ュ
ル
タ
集
」の
中
に
は
マ
ド
ゥ
ー
メ
ハ
に
な

る
人
の
特
徴
も
記
さ
れ
て
い
ま
す
。「
昼
寝

を
む
さ
ぼ
り
、
座
っ
て
ば
か
り
で
体
を
動
か

さ
ず
、
甘
い
飲
み
物
や
冷
た
い
脂
肪
質
の
食

事
を
取
る
人
」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
症
状

に
つ
い
て
は
、「
手
や
足
が
熱
く
、
あ
る
い
は

冷
た
く
感
じ
、
体
は
重
く
、
薄
く
て
甘
い
尿

を
出
し
、
眠
く
、
だ
る
く
、
の
ど
が
渇
き
、
呼

吸
が
激
し
く
、
悪
臭
が
す
る
」
な
ど
と
記
さ

れ
て
い
ま
す
。 

 

●
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
17
世
紀
に
至
る
ま
で
誰

も
尿
糖
を
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
実
際
に
患

者
の
尿
を
な
め
て
甘
い
こ
と
を
確
認
し
た
の

は
イ
ギ
リ
ス
の
解
剖
学
者
、
ト
ー
マ
ス
・
ウ
ィ

リ
ス
（Th

o
m

as 
W

illis

：1621
‐
1675

）
で
す

（
右
下
参
照
）
。 

  

防
ぎ
、
胃
の
亢
進
作
用
を
抑
え
る
処
方
」

と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
時
代
に
あ
っ
て

も
尿
を
甘
く
す
る
成
分
を
「
サ
ッ
カ
リ
ン

物
質
」
と
し
て
い
て
、
糖
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
処
方
の
対
象
を
胃
の
亢
進
作
用
と
し

て
い
る
の
は
、
糖
尿
病
が
当
時
胃
の
病
気

と
考
え
ら
れ
た
こ
と
に
起
因
す
る
も
の
と

思
わ
れ
ま
す
。 

●
時
代
が
下
っ
て
紀
元
前60

0

年
頃
に
栄
え
た

古
代
イ
ン
ド
文
明
時
代
に
、
イ
ン
ド
の
外
科
医

が
書
い
た
医
学
書
「
ス
シ
ュ
ル
タ
集
」
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
中
の「
姿
勢
の
変
化
に
よ
り
知
ら
れ

る
予
後
」
と
い
う
項
目
に
、「
猛
烈
な
飢
え
や
、

い
や
し
が
た
い
渇
き
が
、
衰
え
た
患
者
に
あ

り
、
お
い
し
く
健
全
な
食
べ
や
す
い
食
べ
物
で
な

だ
め
ら
れ
た
り
満
た
さ
れ
た
り
し
な
い
の
は
致

命
的
な
し
る
し
で
あ
る
。
下
痢
、
激
し
い
頭

痛
、
の
ど
の
渇
き
が
現
れ
、
だ
ん
だ
ん
体
力
の

衰
え
る
患
者
は
死
の
危
険
が
迫
っ
て
い
る
。
」
と

の
記
載
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
記
述
が
糖
尿
病
を

指
し
て
い
る
と
考
え
ら
ま
す
。
な
お
、
古
代
イ

ン
ド
医
学
で
は
糖
尿
病
の
こ
と
を「
マ
ド
ゥ
ー
メ

ハ
（
蜜
の
尿
）
」
と
呼
ん
で
い
ま
し
た
。
患
者
の
尿

が
、
蟻
や
昆
虫
を
お
び
き
寄
せ
る
ほ
ど
甘
か
っ

た
こ
と
に
由
来
し
ま
す
。 

 

 

 

 トーマス・ウィリスが「尿は蜂蜜か砂糖で漬け込んだように素

晴らしく甘い。」と記述していますが、実際はスポーツドリンクを

半分に薄めた程度と言われます。尿に糖が出ることから「糖尿

病」と名付けられたのに、現在、尿糖は糖尿病の診断基準に含

まれていません。では、なぜ含まれていないのでしょうか？ 

 尿は腎臓で作られています。腎臓にある糸球体では血液内に

ある小分子が濾し出されるのですが、身体に必要なものに関し

ては再吸収をするという機能があります。血糖の成分である“ブ

ドウ糖”も小分子ですので、一度濾過されます。そして再吸収さ

れるのですが、その時に働く機構がナトリウム・グルコース共役

輸送体（Sodium GLucose co-Transporter:SGLT）です。 

血液中のブドウ糖の再吸収の 

能力は右図に示す通り 180ｇ／日 

なので、血液中のブドウ糖の濃度 

がこれ以上になると、再吸収が 

間に合わず、尿中にブドウ糖が 

漏れ出てしまうことになります。 

尿中にブドウ糖が漏れ出す時の 

血液中のブドウ糖濃度を、 

「尿中ブドウ糖排泄閾値」といい 

ますが、個人差・年齢差が大き 

いことがわかっています。このこと 

から、糖尿病の診断や治療の 

指標として尿糖は使用されない 

のです。このことから、実際は「糖尿病」ではなく、「高血糖病」と

いうのが現在の考え方といえます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

17 世紀のイングランドの医師、そして解剖学者です。

彼は人体解剖にとどまらず、ウシ、ウマ、ブタ、ヒツ

ジ、イヌ、そして魚や無脊椎(むせきつい)動物にまで

解剖学の対象を広げ、比較解剖学上、大きな功績を

残しました。特に脳の 

解剖学に精力を注ぎ、「（ウィリ 

ス）眼神経」（三叉(さんさ)神経 

第一枝）、「ウィリス動脈輪」（大 

脳動脈輪）などの解剖学用語は 

今日に至るまで使用されていま 

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ローマ帝国時代のギリシアの

医学者。臨床医としての経験と

多くの解剖によって体系的な医

学を確立し、古代における医学

の集大成をなした。彼の学説

はその後ルネサンスまでの

1500 年以上にわたり、ヨーロッ

パの医学およびイスラームの

医学において支配的なものと

なった。 

 

 

 

 

 

ガレノス（αληνός,） 

（129 年頃 - 200 年頃） 

 
公益社団法人 日本女医会 HP 

より引用 

何故尿糖を診断基準に含めないか 

トーマス・ウィリス 

季  刊 

 


